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角田市の給与・定員管理等について（平成 23年度） 

 

１ 総括 

（１）人件費の状況（普通会計決算） 

 

区 分 

住民基本台帳人口 

（22年度末） 
歳出額 

Ａ 
実質収支 

人件費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ／Ａ 

（参考） 

平成 21 年度の

人件費率 

22年度 

人 

31,690 

千円 

11,906,953 

千円 

456,272 

千円 

2,497,301 

％ 

21.0 

％ 

21.4 

  （注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等及び事業費支弁人件費を含んでいます。 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 
職員数 

Ａ 

給    与    費 1人当たり 

給与費Ｂ/Ａ 

 (参考)類似団体平均

一人当たり給与費 給 料 職員手当 期末・勤勉手当  計 Ｂ 

22年度 
人 

258 

千円 

962,536 

千円 

200,056 

千円 

344,463 

千円 

1,507,055 

千円 

5,841 

千円 

5,730 

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。 

   ２．職員数は平成 22年 4月 1日現在の教育長を含む一般職の人数です。 

   ３．特別職に支給される給与、報酬は含みません。 

４．給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を

含んでいません。 

 

（４）ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在） 

 

（注）１.ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水      

準を示す指数です。 

   ２．類似団体平均とは人口規模産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。   
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 23年 4月 1日現在） 

  ① 一般行政職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 

（国ベース） 

角 田 市 43.2歳 315,346円 451,361円 円 

宮城県 42.8歳 343,936円 440,213円 379,909円 

国 42.3歳 327,205円 － 397,723円 

類似団体 43.3歳 327,151円 380,711円 351,610円 

 

 

 ② 技能労務職 

 

区   分 

 

公 務 員 

平均年齢 

 

職員数 平均給料月額 平均給与月額 

（Ａ） 

平均給与月額 

（国ベース） 

角田市 50.2歳 18人 293,137 円 354,452 円 円 

宮城県 49.5歳 257人 332,110 円 383,254 円 358,903 円 

国 49.5歳 3,689人 283,862 円 －  円 321,662 円 

類似団体 49.0歳 26人 301,260 円 324,367 円 312,448 円 

（注）１．「平均給料月額」とは、平成 23年 4月 1日現在における各職種の職員の基本給の平均です。 

２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当な

どのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされている

ものです。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特

殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもの

です。 

 

 

（２）職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在） 

区   分 角田市 宮城県 国 

一般行政職 
大学卒 172,200円 178,800円 172,200円 

高校卒 140,100円 144,500円 140,100円 

技能労務職 
高校卒 137,200円 141,900円 － 

中学卒 121,600円 125,400円 － 
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（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23年 4月 1日現在） 

区   分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年 

一般行政職 
大学卒 244,900 円 282,700円 344,400円 

高校卒 該当なし 244,900円 282,700円 

技能労務職 
高校卒 該当なし 240,400円 該当なし 

中学卒 － － － 

（注）経験年数は、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場合、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算

した年数です。 
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３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成 23年 4月 1日現在） 

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 

1級 
定型的な業務を行う職務 

（主事、技師） 
 32人  11.5％ 

2級 
特に高度な知識又は職務の複雑、困難及び責任の度がこれ

と同程度のもの（主事、技師） 
 28人  10.0％ 

3級 
係長の職務又は職務の複雑、困難及び責任の度がこれと同

程度のもの（係長、主査） 
 60人  21.5％ 

4級 
課長補佐の職務または、職務の複雑、困難及び責任の度が

これと同程度のもの（課長補佐、主幹、副主幹） 
 90人  32.3％ 

5級 
困難な業務を処理する課長補佐の職務又は職務の複雑、困

難及び責任の度がこれと同程度のもの（課長補佐、主幹） 
 33人  11.8％ 

6級 
課長の職務又は職務の複雑、困難及び責任の度がこれと同

程度のもの（部次長、課長、参事） 
 27人   9.7％ 

7級 
部長の職務又は職務の複雑、困難及び責任の度がこれと同

程度のもの（部長、会計管理者） 
  9人   3.2％ 

計  279人 100.0％ 

  （注）１．角田市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

     ２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。      

 
（注）平成 18年に 9級制から 7級制に変更しています。（旧給料表の 1級及び 2級並びに 4級及び 5級をそれぞれ 

統合しています。） 

１級, 11.5% １級, 11.4% 
１級, 4.2% 

２級, 10.0% ２級, 8.1% 
２級, 13.0% 

３級, 21.5% ３級, 25.6% 
３級, 21.9% 

４級, 32.3% ４級, 31.5% 

４級, 29.7% 

５級, 11.8% ５級, 9.9% 

５級, 11.4% 

６級, 9.7% ６級, 10.6% 
６級, 17.7% 

７級, 3.2% ７級, 2.9% ７級, 2.1% 
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（２）昇給への勤務成績の反映状況 

給与構造改革の導入により、昇給については、勤務成績の反映を一層きめ細かく行う目的で従来

の昇給幅を４分割され、1月 1日から 12月 31日までの 1年間における業績、能力等を評価（内申）

し、その評価に基づき、1月 1日に実施する昇給区分を決定することとしております。 

 

４ 職員の手当の状況 

（１）期末手当・勤勉手当 

角 田 市 宮城県 国 

１人当たり平均支給額（22年度） 

         1,335千円 

１人当たり平均支給額（22年度） 

         1,691千円 
－ 

（22年度支給割合） 

  期末手当   勤勉手当 

  2.60 月分    1.35 月分 

 （1.45）月分  （0.65）月分 

（22年度支給割合） 

  期末手当   勤勉手当 

  2.60 月分    1.35 月分 

 （1.45）月分  （0.65）月分 

（22年度支給割合） 

  期末手当   勤勉手当 

  2.60 月分    1.35 月分 

 （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加

算措置 

 ・役職加算  5％～15％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加

算措置 

 ・役職加算  5％～20％ 

・管理職加算 15％～25％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加

算措置 

・役職加算   5％～20％ 

・管理職加算 10％～25％ 

（注）（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

【参考】勤務手当への勤務実績の反映状況（一般行政職） 

 

 

 

 

（２）退職手当（平成 23年 4月 1日現在） 

角 田 市 国 

（支給率）   自己都合     勧奨・定年 

勤続 20年   23.50 月分      30.55 月分 

勤続 25年   33.50 月分      41.34  月分 

勤続 35年   47.50 月分      59.28   月分 

最高限度額  59.28 月分       59.28   月分 

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置 

                   （2％～20％加算） 

1人当たり平均支給額     － 千円   24,737千円 

（支給率）   自己都合     勧奨・定年 

勤続 20年   23.50 月分    30.55 月分 

勤続 25年   33.50 月分    41.34  月分 

勤続 35年   47.50 月分    59.28   月分 

最高限度額   59.28月分     59.28   月分 

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置 

                   （2％～20％加算） 

 

（注）１．角田市職員の退職手当は、宮城県市町村職員退職手当組合の退職手当条例により支給されます。 

２．退職手当の 1人当たり平均支給額は、平成 22年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

基準日（6 月 1 日・12 月 1 日）以前の 6 ヶ月以内の期間における勤務成績（業績、能力等）を

適正に評価（内申）し成績率を決定することとしております。 
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（３）地域手当（平成 23年 4月 1 日現在） 

支給実績（22年度決算） 327千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） 163,500円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

東京都のうち特別区 18％ 0人 18％ 

仙台市 6％ 1人 6％ 

名取市・多賀城市・利府町・富谷町 3％ 0人 3％ 

（注）「支給実績」及び「支給職員 1人当たり平均支給年額」は、平成 22年度における地域手当の額です。 

 

（４）特殊勤務手当（平成 23年 4月 1日現在） 

区   分 全 職 種 

支給実績（22年度決算） 3,003  千円   

支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） ―   円   

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度） 0.0％   

手当の種類（手当数） 8種類   

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

防疫業務手当 業務に従事した職員 ・感染症、伝染病に係る患者の救護

作業 

・感染症の病原体の処理作業 

・在宅の感染症の患者の訪問調査、

療養指導 

・伝染病菌を有する家畜に対する防

疫業務 

・1日につき   500円 

 

・1日につき   500円 

・1日につき   500円 

 

・1日につき   500円 

不快業務手当 業務に従事した職員 ・行旅病死人等の取扱い（外勤）等

の業務 

・行旅病の取扱い（外勤）等の業務 

・行旅病死人等の収容等の作業に使

用した資材等処理作業 

・非常時に設置した仮設トイレ等の

し尿処理又は清掃作業 

・1件につき  1,000円 

 

・1件につき   500円 

・1件につき   250円 

 

・1件につき   250円 

 

（５）時間外勤務手当 

支給実績（22年度決算） 120,827千円 

職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） 616千円 

支給実績（21年度決算） 107,332千円 

職員 1人当たり平均支給年額（21年度決算） 481千円 
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（６）その他の手当（平成 23年 4月 1日現在） 

手 当 名 内容及び支給単価 

国 の 制

度 と の

異同 

国の制度と

異なる内容 

支給実績 

（22年度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額 

（22年度決算） 

管理職手当 ・部長級    88,500円 

・理事職    77,400円 

・部次長級   72,700円 

・課長級    62,300円 

・参事級    51,900円 

・保育所長等  49,600円 

・保育所長補佐 46,300円 

※ 平成 11年 4月から 10％減額、

平成 21 年 1 月から 20％減額支

給。  

異なる 国は官職に

応じ、 

俸 給 月 額

117,500 円～        

31,700円 

 19,674千円 

 

 

615,000円 

 

扶養手当 1.配偶者 13,000円 

2.配偶者以外の扶養親族 

ｱ. 1 人につき それぞれ 6,500

円（職員に配偶者がない場合

は、そのうち 1 人について

11,000円） 

※ 扶養親族である子のうち、満

15 歳に達する日後の最初の 4

月１日から満 22 歳に達する日

以後の最初の 3 月 31 日までの

間にある子 1 人につき 5,000

円加算 

同じ －  26,147千円 

 

206,000円 

 

住居手当 借家・借間に居住している職員 

 ｱ. 月額 23,000 円以下の家賃を

支払っている職員 

 家賃－12,000円 

 ｲ. 月額 23,000 円を超える家賃

を支払っている職員 

  （家賃－23,000 円）×1/2＋

11,000円で 27,000円を限度 

 

同じ － 8,635千円 

 

288,000円 
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手 当 名 内容及び支給単価 

国の制

度との

異同 

国の制度と

異なる内容 

支給実績 

（22年度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額 

（22年度決算） 

通勤手当 1.交通機関等の利用者 

  支給単位期間の通勤に要する

運賃等の相当額。ただし、その月

額が 55,000円を超えるときは、 

 55,000円×支給単位期間の月数 

2.普通自動車等の使用者 

 ｱ. 普通自動車等以外の使用者 

   使用距離（片道）により 

    2,000円～24,500円 

ｲ. 普通自動車等の使用者 

  使用距離（片道）により 

   2,200円～33,000円    

一 部 異

なる 

通勤者の主

たる通勤方

法が国家公

務員と異な

ることから、

一部独自の

手当。国の手

当は次のと

おり。2 のｲ

について、使

用距離（片

道）により

2,000 円から

24,500円 

12,469千円 

 

76,000円 

 

単身赴任手当  公署を異にする異動等に伴い転

居し、やむを得ない事情により配偶

者と別居し、単身で生活することを

常況とし、距離制限（60 ㎞以上）

を満たす職員 23,000円 

加算額 100 ㎞～交通距離に応

じ 6,000円～45,000円 

同じ － － － 

休日勤務手当  休日（祝日法による休日、年末年

始の休日）において正規の勤務時間

中に勤務した職員 

 勤務 1 時間当たりの給与額×

135/100×勤務時間数 

同じ －  1,208千円 

 

－ 

夜間勤務手当  正規の勤務時間として午後 10 時

から翌日の午前 5 時までの間に勤

務した職員 

 勤務 1 時間当たりの給与額×

25/100×勤務時間数 

 

同じ － － － 
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手 当 名 内容及び支給単価 

国の制

度との

異同 

国の制度と

異なる内容 

支給実績（22年

度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額（22

年度決算） 

管理職員特別 

勤務手当 

管理職員が臨時または緊急の必

要その他の公務の運営の必要によ

り、週休日または休日等に勤務した

場合 

職員の区分に応じ 

 6,000円～8,000円 

ただし、勤務に従事した時間が 6

時間を越える場合は、その額に

150/100を乗じて得た額 

同じ －  243千円 

 

－ 

災害派遣手当 

 

 

 災害応急対策または災害復旧の

ため国または他の地方公共団体か

ら派遣された職員が、住所または居

所を離れて、市の区域に滞在する場

合 

 滞在する日 1日につき 

  3,970円～6,620円 

（滞在期間、施設の利用区分によ

り） 

同じ － － － 
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５ 特別職の報酬等の状況（平成 23年 4月 1 日現在） 

区   分 給 料 月 額 等 

給  料 市 長 

 

副市長 

 

 755,200円 

  （944,000円） 

 634,100円 

  （746,000円） 

（参考）類似団体における最高／最低額 

1,010,000円 ／ 389,500円 

 

800,000円 ／ 510,000円 

報  酬 議 長 

副議長 

議 員 

447,000円 

376,000円 

352,000円 

495,000円 ／ 274,000円 

440,000円 ／ 234,000円 

400,000円 ／ 220,000円 

期末手当 市 長 

副市長 

（平成 22年度支給割合） 

    2.95月分      

議 長 

副議長 

議 員 

（平成 22年度支給割合） 

    2.95月分      

退職手当  

市 長 

副市長 

（算定方式）            (1期の手当額) （支給時期） 

944,000円×在職月数×0.44  19,937,280円   任期毎 

746,000円×在職月数×0.26   9,310,080円   任期毎 

（注）１．市長、副市長の給料月額は、平成 14年 4月からそれぞれ 10％、5％、平成 21年 1月から 

それぞれ 20％、15％に相当する額を減額支給しております。（ ）内は、減額措置前の金額で

す。 

   ２．退職手当の「1期の手当額」は 4月 1 日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期 

（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。 
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６ 職員数の状況 

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 

    （各年 4月 1日現在、単位：人） 

      区 分 

部 門 

職 員 数 対前年 

増減数 
主な増減理由 

平成 22年 平成 23年 

普 

 

通 

 

会 

 

計 

 

部 

 

門 

一

般

行

政

部

門 

議   会 4 4   

総   務 73 76 3 新規採用職員配置等による増 

税   務 18 19 1 新規採用職員配置等による増 

民   生 51 48 ▲ 3 児童館等指定管理制度導入等による減 

衛   生 21 22  1 新規採用職員配置による増 

農 林 水 産 22 23 1 新規採用職員配置による増 

商   工 7 6 ▲ 1 退職不補充による減 

土   木 15 13 ▲ 2 道路維持管理民間委託による減 

計 211 211 0 

 

 

〈参考〉 

人口１万人当たりの職員数   66.58人 

（類似団体人口１万人当たりの職員数 71.78人) 

教 育 部 門 47 49 2 労務職の任用替えによる増 

小   計 258 260 2 〈参考〉 

人口１万人当たりの職員数   82.04人 

（類似団体人口１万人当たりの職員数 96.87人) 

公  

営 会 

企 計 

業 部 

等 門 

病   院     

水   道  12  12   

下 水 道  8  7  ▲ 1 土木課及び下水道課課長兼務による減 

そ の 他  17  18 1 新規採用職員配置による増 

小   計  37  37 0  

合   計 
295 

[366] 

297 

[366] 

2 

[ -] 

〈参考〉 

人口 1万人当たりの職員数   93.72人 

（注）１．職員数は一般職に属する職員（教育長を含む。）であり、地方公務員の身分を保有する休職

者などを含みます。一部事務組合への派遣職員、臨時または非常勤職員を除いています。 

   ２．[  ]内は、定数条例の合計です。 
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（２）年齢別職員構成の状況（平成 23 年 4月 1日現在） 

 

 

 

 

 

  

（３）職員数の推移 

（単位：人・％） 

年度 

部門別 
１８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 

過去 5年間 

の増減数（率） 

一般行政 225 226 223 215 211 211 ▲14（▲6.2%） 

教育 48 47 47 42 47 49 1（  2.1%） 

消防        

普通会計計 273 273 270 257 258 260 ▲13（▲4.8%） 

公営企業等会計計 37 36 39 40 37 37  

総合計 310 309 309 297 295 297 ▲13（▲4.2%） 

（注）１．各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。 

２．合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体の合計職員数。 

 

 

 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

構成比 

5年前の構成比 

区 分 

20歳 

 

未満 

20歳 

～ 

23歳 

24歳 

～ 

27歳 

28歳 

～ 

31歳 

32歳 

～ 

35歳 

36歳 

～ 

39歳 

40歳 

～ 

43歳 

44歳 

～ 

47歳 

48歳 

～ 

51歳 

52歳 

～ 

55歳 

56歳 

～ 

59歳 

60歳 

 

以上 

計 

職員数 
人 

2 

人 

7 

人 

22 

人 

22 

人 

30 

人 

40 

人 

30 

人 

22 

人 

31 

人 

34 

人 

49 

人 

7 

人 

296 
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７ 公営企業職員の状況 

 

【水道事業】 

① 職員給与費の状況 

  ア 決算  

区 分 
総費用 

Ａ 

純損益又は実質

収支 

職員給与費 

Ｂ 

総費用に占める職員

給与費比率 Ｂ／Ａ 

（参考） 

平成 21 年度の総費用に

占める職員給与費比率 

22年度 

千円 

874,149 

千円 

33,205 

千円 

83,925 

％ 

9.6 

％ 

9.8 

 

 

区 分 
職員数 

Ａ 

給    与    費 1人当たり 

給与費Ｂ/Ａ 

 (参考)水道事業平均

一人当たり給与費 給 料 職員手当 期末・勤勉手当  計 Ｂ 

22年度 
人 

12 

千円 

48,306 

千円 

5,049 

千円 

17,595 

千円 

70,950 

千円 

5,913 

千円 

6,567 

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。 

   ２．職員数は平成 23年 3月 31日現在の人数です。 

 

 

 イ 給与抑制措置の状況 

     管理職手当の減額支給 

      所長    88,500円 → 79,650円（10％減額）→ 70,800円（20％減額） 

      参事    51,900円 → 46,710円（10％減額）→ 41,520円（20％減額） 

注）平成 11年 4月から 10％の減額、平成 21年 1月から 20％の減額をしています。 

 

 

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 23年 4月 1日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

角 田 市 47.6歳 343,585円 492,709円 

団体平均 45.6歳 362,100円 535,892円 

事業者  － 歳    －  円 

（注）１．基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合計額です。 

２．平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。 
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③ 職員の手当の状況 

ア 期末手当・勤勉手当 

角 田 市 角田市（一般行政職） 

１人当たり平均支給額（22年度） 

         1,466千円 

１人当たり平均支給額（22年度） 

               1,335千円 

（22年度支給割合） 

  期末手当   勤勉手当 

  2.60 月分    1.35 月分 

 （1.45）月分  （0.65）月分 

（22年度支給割合） 

  期末手当   勤勉手当 

  2.60 月分    1.35 月分 

 （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

 ・役職加算  5％～15％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

 ・役職加算  5％～15％ 

（注）（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

 

イ 退職手当（平成 23年 4月 1日現在） 

角 田 市 角田市（一般行政職） 

（支給率）   自己都合     勧奨・定年 

勤続 20年   23.50 月分      30.55 月分 

勤続 25年   33.50 月分      41.34 月分 

勤続 35年   47.50 月分      59.28 月分 

最高限度額  59.28 月分       59.28 月分 

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置 

                   （2％～20％加算） 

1人当たり平均支給額   ― 千円   ― 千円 

（支給率）   自己都合     勧奨・定年 

勤続 20年   23.50 月分      30.55 月分 

勤続 25年   33.50 月分      41.34 月分 

勤続 35年   47.50 月分      59.28 月分 

最高限度額  59.28 月分       59.28 月分 

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置 

                   （2％～20％加算） 

1人当たり平均支給額   ― 千円   24,737千円 

（注）１．角田市職員の退職手当は、宮城県市町村職員退職手当組合の退職手当条例により支給されます。 

２. 退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

 

ウ 地域手当（平成 23年 4 月 1 日現在）  

支給実績（22年度決算） － 

支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） － 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

東京都のうち特別区 18％ 0人 18％ 

仙台市 6％ 0人 6％ 

名取市・多賀城市・利府町・富谷町 3％ 0人 3％ 
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エ 特殊勤務手当（平成 23年 4月 1日現在） 

区   分 全 職 種 

支給実績（22年度決算） － 

支給職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） － 

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度） － 

手当の種類（手当数） － 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

－ － － － 

 

 

オ 時間外勤務手当 

支給実績（22年度決算） 1,230 千円 

職員 1人当たり平均支給年額（22年度決算） 102千円 

支給実績（21年度決算） 1,556 千円 

職員 1人当たり平均支給年額（21年度決算） 120千円 

  （注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。 

 

 

カ その他の手当（平成 23 年 4月 1日現在） 

手 当 名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同 

一 般 行 政

職 の 制 度

と 異 な る

内容 

支給実績（ 22

年度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額（22

年度決算） 

管理職手当 ・所長   88,500円 

・参事   51,900円 

※ 平成 11年 4月から 10％減額、

平成 21年 1月から 20％減額支給し

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ －  1,839千円 

 

613,113円 

 



 - 16 - 

手 当 名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同 

一 般 行 政

職 の 制 度

と 異 な る

内容 

支給実績（ 22

年度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額（22

年度決算） 

扶養手当 1.配偶者 13,000円 

2.配偶者以外の扶養親族 

ｱ. 1 人につき それぞれ 6,500

円（職員に配偶者がない場合

は、そのうち 1 人について

11,000円） 

  

※ 扶養親族である子のうち、満

15 歳に達する日後の最初の 4

月１日から満 22 歳に達する日

以後の最初の 3 月 31 日までの

間にある子 1 人につき 5,000

円加算 

同じ － 1,170千円 

 

234,000円 

 

住居手当 借家・借間に居住している職員 

 ｱ. 月額 23,000 円以下の家賃を

支払っている職員 

 家賃－12,000円 

 ｲ. 月額 23,000 円を超える家賃

を支払っている職員 

   （家賃－23,000円）×1/2＋

11,000円で 

   27,000円を限度 

 

 

 

 

 

同じ －   294千円 

 

294,000円 
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手 当 名 内容及び支給単価 

一般行

政職の

制度と

の異同 

一 般 行 政

職 の 制 度

と 異 な る

内容 

支給実績（ 22

年度決算） 

支給職員 1人当たり

平均支給年額（22

年度決算） 

通勤手当 1.交通機関等の利用者 

  支給単位期間の通勤に要する

運賃等の相当額。ただし、その月

額が 55,000円を超えるときは、 

 55,000円×支給単位期間の月数 

2.普通自動車等の使用者 

 ｱ. 普通自動車等以外の使用者 

   使用距離（片道）により 

    2,000円～24,500円 

ｲ. 普通自動車等の使用者 

  使用距離（片道）により 

   2,200円～33,000円   

同じ －   516千円 

 

64,500円 

 

休日勤務手当  休日（祝日法による休日、年末年

始の休日）において正規の勤務時間

中に勤務した職員 

 勤務 1 時間当たりの給与額×

135/100×勤務時間数 

 

同じ －  － － 

 

夜間勤務手当  正規の勤務時間として午後 10 時

から翌日の午前 5 時までの間に勤

務した職員 

 勤務 1 時間当たりの給与額×

25/100×勤務時間数 

 

同じ －  － － 

 

管理職員特別 

勤務手当 

管理職員が臨時または緊急の必

要その他の公務の運営の必要によ

り、週休日または休日等に勤務した

場合 

職員の区分に応じ 

 4,000円～8,000円 

ただし、勤務に従事した時間が 6

時間を越える場合は、その額に

150/100を乗じて得た額 

同じ － － － 

 


